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博史. 指導医講習会のワークショップ効果とその後の指導医のモチベーション.  第46回日本医

学教育学会大会; 2014年7月18-19日; 和歌山. 

9. 横山仁, 杉山斉. オーバービュー・日本におけるネフローゼ症候群の現状.  第44回日本腎臓学会

西部学術大会; 2014年10月3日; 神戸. 



10. 和田淳, 勅使川原早苗, 中司敦子, 江口潤. レクチンマイクロアレイによる糖尿病性腎症の新規

バイオマーカーの同定.  第44回日本腎臓学会西部学術集会; 2014年10月3日; 神戸. 

11. 小川大輔, 寺見直人, 畑中崇志, 西井尚子, 江口潤, 中司敦子, 和田淳, 槇野博史. SGLT2阻害薬ダ

パグリフロジンの糖代謝改善作用および腎保護作用の検討（ワークショップ）.  第29回日本糖

尿病合併症学会; 2014年10月4日; 東京. 
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1. 寺坂友博, 萩谷英大, 木村耕介, 早稲田公一, 花山宜久, 近藤英生, 稲垣兼一, 森永裕士, 杉山斉, 

大塚文男. 薬剤性Fanconi症候群に続発した低リン血症性骨軟化症の2例.  第23回臨床内分泌代

謝update; 2014年1月24-25; 名古屋. 

2. 細谷武史, 稲垣兼一, 小松原基志, 原孝行, 当真貴志雄, 中村絵里, 塚本尚子, 三村由香里, 小倉俊

郎, 槇野博史, 大塚文男. 興味深い臨床経過を呈した低リン血症性骨軟化症の一例.  第76回岡山

内分泌同好会; 2014年2月12日; 岡山. 

3. 寺坂友博, 荻谷英大, 木村耕介, 花山宜久, 早稲田公一, 筑木隆雄, 三好智子, 小川弘子, 村上和敏, 

大塚文男, 枝園忠彦, 土井原博義. MIBI-SPECTにより検出した甲状腺内病変合併の副甲状腺腫

の一例.  第76回岡山内分泌同好会; 2014年2月12日; 岡山. 

4. 寺坂友博, 木村耕介, 萩谷英大, 早稲田公一, 花山宜久, 近藤英生, 大塚文男, 稲垣兼一. GH産生

性下垂体腺腫の術後経過中に明らかとなったMALTリンパ腫の一例.  第77回岡山内分泌同好会; 

2014年2月12日; 岡山. 

5. 小松原基志, 稲垣兼一, 寺坂友博, 原孝行, 細谷武史, 当真貴志雄, 越智可奈子, 山内尚子, 小倉俊

郎, 槇野博史, 大塚文男. 生下時から続く低酸素血症の関与が疑われた副腎外褐色細胞腫の一例.  

第77回岡山内分泌同好会; 2014年2月12日; 岡山. 

6. 氏家はる代, 前島洋平, 雛元紀和, 綿谷博雪, 田邊克幸, 益田加奈, 杉山斉, 佐藤靖史, 槇野博史. 

内因性血管新生促進因子Vasohibin-2欠損の糖尿病性腎症進展における意義についての検討.  第

28回日本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会; 2014年2月14-15日; 宮崎. 

7. 寺坂友博, 木村耕介, 萩谷英大, 浅野喜久子, 佐藤明日香, 早稲田公一, 花山宜久, 村上和敏, 三好

智子, 片岡仁美, 大塚文男. 全身倦怠感を契機に診断された原発性副甲状腺機能亢進症の２例.  

第８回日本病院総合診療医学会学術総会; 2014年2月21-22日; 大阪. 

8. 辻憲二, 喜多村真治, 井上章子, 槇野博史. 成体腎臓幹/前駆細胞による分泌因子を介した間接的

な再生機序の解明.  第13回日本再生医療学会; 2014年3月4-6日; 京都. 

9. 荒木元朗, 和田耕一郎, 有森千聖, 宗石理沙, 吉岡貴史, 有吉勇一, 小林泰之, 佐々木克己, 江原伸, 

上原慎也, 渡辺豊彦, 那須保友, 公文裕巳, 森永裕士, 田邊克幸, 北川正史, 杉山斉, 和田淳, 槇野

博史. 生体腎移植におけるリツキシマブ使用症例の検討.  第47回臨床腎移植学会; 2014年3月14

日; 奈良. 

10. 寺坂友博, 大塚文男, 塚本尚子, 中村絵里, 当真貴志雄, 原孝行, 細谷武史, 越智可奈子, 稲垣兼一, 

槇野博史. GnRH調節における時計遺伝子の関与：GT1-7細胞を用いた検討.  第87回日本内分泌

学会学術総会; 2014年4月24-26日; 福岡. 

11. 大塚文男. 内分泌診療と総合診療の接点.  第87回日本内分泌学会学術総会; 2014年4月24-26日; 

福岡. 

12. 大塚文男. 先端巨大症の診療と院内連携.  第87回日本内分泌学会学術総会; 2014年4月24-26日; 

福岡. 

13. 中村絵里, 大塚文男, 細谷武史, 寺坂友博, 原孝行, 当真貴志雄, 越智可奈子, 塚本尚子, 三好智子, 

稲垣兼一, 槇野博史. BMPによる卵胞ステロイド合成調節に対するメラトニンの拮抗作用.  第



87回日本内分泌学会学術総会; 2014年4月24-26日; 福岡. 

14. 中司敦子, 和田淳, 村上和敏, 勅使川原早苗, 片山晶博, 渡邊真由, 樋口千草, 天田雅文, 布上朋和, 

江口潤, 小川大輔, 槇野博史. メタボリックシンドロームにおけるphosphatidylethanolamine 

N-methyltransferase (PEMT)の意義.  第57回日本糖尿病学会年次学術集会; 2014年5月22-24日; 

大阪. 

15. 余財亨介, 梅林亮子, 内田治仁, 花山宜久, 槇野博史. イルベサルタンは高血圧を合併した外来糖

尿病患者のアルブミン尿を抑制する～MUSCAT-3研究より.  第57回日本糖尿病学会年次学術総

会; 2014年5月22-24日; 大阪. 

16. 若林宏. 関節リウマチと疫学研究 ～関節リウマチは防げる病気なのか～.  第87回日本産業衛生

学会; 2014年5月22日; 岡山. 

17. 片山晶博, 和田淳, 中司敦子, 江口潤, 村上和敏, 勅使川原早苗, 樋口千草, 布上朋和, 天田雅文, 

肥田和之, 槇野博史. 肥満により脂肪組織に誘導される膜蛋白Gpnmbの脂肪肝炎抑制効果.  第

57回日本糖尿病学会総会; 2014年5月22日; 大阪. 

18. 利根淳仁, 太田徹, 吾郷太助, 服部瑞穂, 林恭加, 寺見隆宏, 真邊香江, 藤原喜子, 綱本優美, 伊勢

田泉, 肥田和之. インスリンポンプ治療におけるActive Insulin Time設定の意義～Paradigm712か

らParadigm722への切り替えによる検討～.  第57回日本糖尿病学会年次学術集会; 2014年5月23

日; 大阪. 

19. 垣尾勇樹, 内田治仁, 荒田夕佳, 加藤綾子, 奥山由加, 梅林亮子, 花山宜久, 細谷武史, 小倉俊郎, 

槇野博史. レニン上昇が目立たずカプトリル負荷試験においても確定診断が得られず診断に苦

慮した腎血管性高血圧の一例.  第3回臨床高血圧フォーラム; 2014年5月24-25日; 広島. 

20. 小比賀美香子, 四方賢一, 小野哲一郎, 小寺亮, 江口潤, 廣田大昌, 村上和敏, 中司敦子, 小川大輔, 

和田淳, 片岡仁美, 槇野博史. 糖尿病腎症第1期および第2期における腎機能低下要因の解析.  第

57回日本糖尿病学会総会; 2014年5月24日; 大阪. 

21. 村上和敏, 和田淳, 佐藤美和, 江口潤, 布上朋和, 片山晶博, 中司敦子, 小川大輔, 四方賢一, 槇野

博史. ACAM（adipocyte adhesion molecule）/CLMPの一次繊毛機能を介した脂肪細胞分化と肥

満症における意義.  第57回日本糖尿病学会総会; 2014年5月24日; 大阪. 

22. 妹尾悠祐, 佐田憲映, 西井尚子, 田中景子, 渡部克枝, 若林宏, 川畑智子, 和田淳, 槇野博史. 治療

抵抗性好酸球性多発血管炎性肉芽腫症（チャーグストラウス症候群）（EGPA）に対しリツキシ

マブが奏功した１例.  第110回日本内科学会中国地方会; 2014年5月31日; 宇部. 

23. 山本康次郎, 木元政嘉, 番家大輝, 百田聡, 小松原三友紀, 平松摩莉, 家野友紀, 柏原勝彦, 勝山隆

行, 森永裕士, 佐田憲映, 土持茂之, 佐能量雄. PS膜NVダイアライザーの残血に関連する評価.  

第59回日本透析医学会学術集会・総会; 2014年6月12-15日; 神戸. 

24. 臼井丈一, 山縣邦弘, 平山浩一, 杉山斉, 松尾清一. 抗GBM抗体型RPGNに対するapheresis療法の

有効性の検討.  第59回日本透析医学会学術集会; 2014年6月13-15日; 神戸. 

25. 山成俊夫, 杉山斉, 森永裕士, 菊本陽子, 大西章史, 北川正史, 小川愛由, 田邊克幸, 喜多村真治, 

前島洋平, 槇野博史. ファブリー腎症による腎不全に対して酵素補充療法と共に腹膜透析を継続

中の１例.  第59回日本透析医学会学術集会; 2014年6月13-15日; 神戸. 

26. 森永裕士, 杉山斉, 伊藤恭彦, 鶴屋和彦, 吉田寿子, 丸山弘樹, 後藤眞, 西野友哉, 寺脇博之, 中山

昌明, 中元秀友, 松尾清一, 槇野博史. PDのWithdrawal/Mortalityに関するアウトカム研究〜

PDR-CSの結果から〜.  第59回日本透析医学会学術集会; 2014年6月13-15日; 神戸. 

27. 森永裕士, 杉山斉, 田邊克幸, 喜多村真治, 前島洋平, 赤木滋, 木原隆司, 森本尚孝, 秋山賢次, 中

尾一志, 丸山啓輔, 木野村賢, 浅野健一郎, 山崎康司, 福島正樹, 西村誠明, 平松信, 槇野博史. PD

腹膜炎診療の実態調査〜アンケート集計結果の変遷と今後の課題〜.  第59回日本透析医学会学

術集会; 2014年6月13-15日; 神戸. 

28. 大西章史, 森永裕士, 井上章子, 荒木亮一, 山成俊夫, 田邊克幸, 篠浦先, 信岡大輔, 杉山斉, 槇野



博史. 激しい運動に伴いCAPDカテーテル位置異常をきたし整復および骨盤腹膜に固定を行った

1例.  第59回日本透析医学会学術集会; 2014年6月13-15日; 神戸. 

29. 田中景子, 田邊克幸, 西井尚子, 瀧上慶一, 大西章史, 寺見直人, 山成俊夫, 中山和典, 綿谷博雪, 

井上淳子, 益田加奈, 杉山斉, 槇野博史. 急性腎不全、高度肝障害と血小板減少を呈した重症レス

トスピラ症の1例.  第59回日本透析医学会学術集会; 2014年6月13-15日; 神戸. 

30. 利根淳仁, 太田徹, 林恭加, 伊勢田泉, 大森信彦, 肥田和之. 岡山県統一糖尿病地域連携パスの意

義と医療連携促進による機能分化.  第6回日本医療マネジメント学会学術集会; 2014年6月13日; 

岡山. 

31. 寺見直人, 小川大輔, 山成俊夫, 杉山斉, 畑中崇志, 和田淳, 四方賢一, 西井尚子, 槇野博史. 早期

糖尿病性腎症患者における尿中TFF3（Urinary Trefoil Factor 3）と尿中アルブミンの関連につい

ての検討.  第57回日本腎臓学会学術総会; 2014年7月4-6日; 横浜. 

32. 小川愛由, 杉山斉, 北川正史, 森永裕士, 山成俊夫, 大西章史, 菊本陽子, 喜多村真治, 前島洋平, 

槇野博史. 微小変化型ネフローゼ症候群における糸球体ポドサイトのオートファジーは足突起

融合の程度と有意に相関する.  第57回日本腎臓学会学術総会; 2014年7月4-6日; 横浜. 

33. 辻憲二, 喜多村真治, 井上章子, 前島洋平, 杉山斉, 槇野博史. 成体腎臓幹/前駆細胞の分泌因子に

よる再生機序の解明.  第57回日本腎臓学会学術総会; 2014年7月4-6日; 神奈川. 

34. 平山浩一, 小林正貴, 臼井丈一, 有村義宏, 杉山斉, 新田孝作, 武曾惠理, 和田隆志, 山縣邦弘. 

ANCA型RPGNにおける肺病変の検討.  第57回日本腎臓学会学術総会; 2014年7月4-6日; 横浜. 

35. 北川正史, 杉山斉, 小川愛由, 森永裕士, 山成俊夫, 大西章史, 菊本陽子, 喜多村真治, 前島洋平, 

槇野博史. 血中FGF21は慢性腎臓病の血管内皮機能、頸動脈プラーク、血管石灰化を規定するバ

イオマーカーである.  第57回日本腎臓学会学術総会; 2014年7月4-6日; 横浜. 

36. 加藤佐和子, 丸山彰一, 槇野博史, 和田淳, 宇津貴, 荒木久澄, 古家大祐, 金崎啓造, 西山成, 今井

圓裕, 安藤昌彦. 顕性蛋白尿期の2型糖尿病患者におけるアルダクトンの蛋白尿減少効果.  第57

回日本腎臓学会総会; 2014年7月5日; 横浜. 

37. 大塚文男. 生殖内分泌H-P-O系の調節メカニズムの検討－BMPとリズム因子に着目して－.  第

29回日本内分泌学会主催内分泌代謝学サマーセミナー; 2014年7月10-12日; 山梨. 

38. 三好智子, 小比賀美香子, 渡辺文恵, 片岡仁美, 野間和広, 大智恵理子, 西尾広治, 大塚文男, 槇野

博史. 指導医講習会のワークショップ効果とその後の指導医のモチベーション.  第46回日本医

学教育学会大会; 2014年7月18-19日; 和歌山. 

39. 山根正修, 芝直基, 三好智子, 内海方嗣, 万代康弘, 松川昭博. 臨床実習前の医療教育シミュレー

ションコース.  第46回日本医学教育学会大会; 2014年7月18-19日; 和歌山. 

40. 小比賀美香子, 片岡仁美, 渡辺文恵, 野間和広, 三好智子, 大塚文男. 初期臨床研修医の診療科選

択における影響因子の解析.  第46回日本医学教育学会大会; 2014年7月18-19日; 和歌山. 

41. 川畑智子, 片岡仁美, 勅使川原早苗, 別府治恵, 倉橋陽子, 岩瀬敏秀, 金森達也, 佐藤勝. 岡山大学

キャリア支援枠を利用した医師に対するアンケート調査.  医学教育学会大会; 2014年7月18-19

日; 和歌山. 

42. 万代康弘, 三好智子, 小川弘子, 香西佳美, 上田順子, 島袋友佳子, 片岡仁美, 谷本光音. シミュレ

ーション教育の標準化に向けての取り組み.  第46回日本医学教育学会大会; 2014年7月18-19日; 

和歌山. 

43. 大塚文男. 下垂体疾患の診療アップデート.  日本内科学会第51回九州支部主催生涯教育講演会; 

2014年8月23日; 鹿児島. 

44. 寺坂友博, 稲垣兼一, 小松原基志, 原孝行, 細谷武史, 当真貴志雄, 越智可奈子, 山内尚子, 和田淳, 

槇野博史, 大塚文男. 腺腫内嚢胞変性を伴い甲状腺病変と鑑別を要した原発性副甲状腺機能亢進

症の一例.  第15回日本内分泌学会中国支部学術集会; 2014年8月30日; 山口. 

45. 山成俊夫, 杉山斉, 森永裕士, 菊本陽子, 大西章史, 北川正史, 秋山愛由, 田邊克幸, 喜多村真治, 



前島洋平, 槇野博史. ファブリー腎症による腎不全に対して酵素補充療法と腹膜透析を継続中、
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